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産
税
問
加
税
の
課
税
権
者

預
金
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泊
械
性
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ニ
史
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概
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よ
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H
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tt 

i
ロ
オ
の
金
な
き
同
際
交
換
決
済
制
再

貨
幣
の
勝
回
速
度
の
構
想
に
就
い
て
・
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:

貨
幣
白
鶴
の
限
界
致
用
・
・

?e 

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ベ
テ
ィ
ー
の
経
済
説

支
那
の
ボ
イ
コ
ッ
ト
に
就
て

一
一
一
川
崎
川
・
ン
ユ
ピ
イ
ト
ホ
フ
と
ハ
イ
エ
ク

新
着
外
園
経
済
雑
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貨
幣
の
暢
団
法
度
の
構
想
に
就
い
て

第
間
十
巻

五ヘヘ

第

出E

一O
六

貨
幣
の
捕
時
四
速
度
の
構
想
に
就
い
て

ギ{

才十

治

一
、
序

言

貨
幣
の
流
吋
迅
速
度
な
る
構
想
は
、
貨
幣
の
債
値
を
以
て
共
の
商
品
購
買
力
、
叉
は
物
債
指
数
の
語
教
な
り
、
と

解
す
る
限
り
、
貨
幣
の
債
値
論
又
は
物
侵
理
論
に
於
て
重
要
な
る
も
の
と
さ
れ
、
殊
に
貨
幣
数
量
説
に
於
て
然

り
。
現
代
の
経
漕
は
交
換
経
漕
組
織
で
あ
っ
て
、
各
私
経
済
の
聞
に
は
分
業
が
行
は
れ
、
或
財
に
就
き
生
産
者
と

消
費
者
と
は
共
人
を
異
に
す
る
か
ら
、
凡
て
の
財
貨
は
絶
へ
や
生
産
者
の
手
か
ら
消
費
者
の
方
向
へ
流
れ
て
ゐ

る
。
同
時
に
現
代
の
経
済
は
又
貨
幣
経
掛
組
織
で
も
あ
る
か
ら
、
生
産
者
か
ら
消
費
者
に
移
る
財
貨
に
建
行
し
て

貨
幣
は
消
費
者
か
ら
生
産
者
の
手
に
移
行
す
名
。
而
-b
財
貨
は
消
費
者
の
手
に
入
れ
ば
再
び
流
通
界
に
は
現
れ
な

ぃ
。
然
る
に
貨
幣
は
そ
れ
が
貨
幣
た
る
限
り
に
於
て
、
永
久
に
固
有
の
意
味
の
消
費
に
供
き
れ
る
こ
と
な
く
し
て

特
輯
涜
通
す
る
。
却
ち
財
貨
の
流
れ
は
泊
費
者
の
手
許
で
停
止
す
る
に
反
し
て
、
之
と
通
行
す
る
貨
幣
の
流
通
は

消
費
者
の
手
を
通
じ
て
更
に
新
な
る
流
通
に
入
る
。
略
-
一
二
目
す
れ
ば
財
貨
の
流
通
は
一
方
向
に
始
終
す
る
に
劃
し



て
、
貨
幣
の
流
通
は
循
環
的
で
あ
る
か
ら
、
物
債
理
論
叉
は
貨
幣
の
憤
価
問
論
に
於
て
共
の
流
通
遮
皮
が
重
楓
き

れ
る
も
の
左
謂
ふ
事
が
出
来
る
。

今
蕊
に
問
題
と
す
る
の
は
所
謂
流
遁
速
度
と
し
て
如
何
な
る
内
容
を
意
味
せ
し
か
べ
き
か
で
あ
る
。
右
遮
ぷ
る

が
如
き
立
味
に
於
て
貨
幣
の
流
通
速
度
が
問
題
と
な
る
の
は
、
主
と
し
て
貨
幣
の
慣
値
理
論
印
ち
貨
幣
の
伺
値
の

決
定
又
は
種
動
の
貨
幣
側
に
於
げ
る
要
因
の
考
察
に
就
て
い
〉
あ
る
。

暫
〈
ペ
ン
デ
イ
ッ
ク
セ
シ
に
従
っ
て

司

1
1

7
刻
布
・

な
る
偵
値
も
濁
立
し
て
存
在
す
る
も
の
で
は
な
〈
、

債
値
は
凡
て
他
の
憤
舶
に
封
す
る
闘
係
に
依
て
定
め
ら
れ

る
。
か
く
て
俄
値
の
世
界
は
悦
値
闘
係
の
流
な
き
網

ゐ
る
片
的
丸
山
品
の
交
抑
制
値
以
前
日
川
相
互
の
問
に
於
て
l

1

1

例
へ
ば
ず
グ
ナ
λ

川
品
八
~
一

O
年
に
始
め
て
主
派

(
5
c
Z
3
m
rケ
山
円
巾
叩

宮
内
庁
〈

2
d
戸
川
♂
ユ
『

m
E
5
3
2
)
佐
な
し
て

せ
る
が
如
き
意
味
の
純
粋
に
財
貨
問
に
於
げ
る
需
要
供
給
の
法
則
に
従
っ
て

l
l決
定
さ
れ
る
も
の
と
す
る
な
ら

ぱ
、
斯
る
債
値
閥
係
の
網
の
目
の
大
き
は
則
ち
債
値
草
位
(
戸
、
2
円

2
z
r
一
円
)

に
於
て
は
貸
櫓
単
位

(P一
円
同
町
一
口
}
百
三
の
大

3
、
邸
主
貨
幣
(
植
位
)
の
償
値
又
は
共
の
購
買
力
と
ぎ
れ
て
ゐ
る
。
従

っ
て
貨
幣
の
債
値
理
論
と
は
貨
幣
の
慣
値
の
、
決
定
叉
は
麗
動
に
闘
す
る
、
貨
幣
側
の
諸
要
因
の
考
究
で
あ
る
と

で
あ
っ
て
、
現
代
の
貨
幣
制
度
の
干

謂
ひ
得
る
で
あ
ら
う
。
同
川
謂
流
寸
迅
速
度
の
内
容
の
吟
味
は
、
主
と
し
て
此
の
立
場
に
於
て
の
み
意
義
あ
る
も
の
と

抗
争
る
。

き
て
従
来
に
於
け
る
殆
ん
ど
凡
て
の
貨
幣
の
流
通
速
度
な
る
構
想
は
、
人
に
よ
り
多
少
共
趣
を
具
に
す
名
描
ち

あ
る
が
、
犬
瞳
一
定
期
間
内
に
貨
幣
が
人
手
を
替
ふ
る

(ヱ白ロュ
2
4
n
v
Z
{
)
度
数
を
指
稀
す
る
も
の
と
主
張
し
、

貨
幣
の
樽
団
法
漫
の
構
想
に
成
い
て

第
四
十
巻

五
八
九

第

放

一O
七

Bendixen， F.; Geld und Kapital， 3・λ11fl. 1922， S. 21. 



貨
幣
の
輔
困
惑
度
の
構
想
に
就
い
て

第

盟主

O 
A 

第
四
十
巻

五
九
O

又
理
解
さ
れ
て
古
川
た
。
然
る
に
掛
る
貨
幣
の
流
通
速
度
の
内
容
を
仔
細
に
吟
味
す
る
時
は
、
主
ハ
庭
に
幾
多
の
疑
問

が
展
開
さ
れ
る
。

ア

l
ザ
イ
ソ
グ
・
フ
ィ
ッ
シ
ャ

l
は、

之
に
特
殊
の
意
義
を
興
へ
、

貨
併
が
一
定
期
間
内
に
同

所
有
者
の
手
許
に
止
る
期
間

11bν
ュ
ム
ペ

l
タ

l
の
所
謂
平
均
残
留
期
間

(F-一戸ペ
N
2
円
)
の
道
教
i
E
観
た
の
で
あ

る
が
、

こ
れ
は
貨
幣
桐
片
を
古
一
組
し
、

去
れ
占
財
皆
、
と
の
交
楠
回
数
を
古
味
せ
し
め
ん
'
と
す
る
耕
に
於
て
、
E
Eミ枕
H

イ

1
4
4
6

ゆ
街
.
航
め
説
明
の
要
因
を
壇
賞
に
掲
げ
出
せ
し
も
の
と
云
引
い
が
だ
い
。

在
一
時
に
於
て
は
、
貨
幣
が
消
費
者
の
手
伝

l
d
l
J
E
-
5
7
:
f
:

苫
』

i

h

Z

y

r

i

-

-

-

Fι
ド
し
し
市
広
一
、
山
田
川

r
d
Z
4耳一、
d
a
:
五
ス
Z
E
b
-
-
q亡
、

i
i
J
:
t
i
j
l
;
1
3
 

と

1J
合
問
的
な
る
肌
判
的
又
は
貨
幣
の
悦
航
構
成
の
“
事
問
中
山
ぃ
ト
J
L
L仇

張
せ
ら
る
〉
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
以
下
怠
は
先
づ
従
来
の
最
も
一
般
的
な
る
意
味
に
於
げ
る
貨
幣
の
流
通
速
度

次
に
賞
特
窓
畳
設
江
代
表
院
な
£
も

ιと
し
て
熟
先
さ
れ
て
に
£
フ
イ

U

長
十
!
の
流
通
速
度
¢

に
萩
て
荘
一
八
、

概
念
を
中
心
と
し
て
、
之
に
卦
す
る
疑
問
の
主
要
な
る
も
の
を
製
げ
、
絡
に
近
頃
唱
道
ぜ
ら
れ
て
ゐ
る
貨
幣
の
輯

回
速
度
な
る
構
想
に
就
て
考
察
を
進
め
十
い
と
忠
ふ
。

二
、
所
謂
『
貰
帯
の
涜
遁
蓮
度
』

従
来
普
通
に
貨
幣

ω杭
遁
速
度
(
問
告
さ
q

c
「
〈
己

cn
一々

C
『

C
E
F
-
一色。
=
c『

Y
H
E
-
認
可
)
と
い
へ
ば
、
『
同
一
の

貨
幣
(
片
)
が
一
定
の
期
間
(
例
へ
ば
一
年
間
)
に
於
て
貰
買
に
使
用
せ
ら
れ
る
平
均
回
数
と
解
せ
ら
れ
る
の
が
通
常
で
』

み
の
る
。
換
言
す
れ
ば
特
定
の
貨
幣
佃
片
が
買
買
取
引
完
了
の
潟
に
、

一
定
期
間
内
に
人
手
営
轄
換
す
る
度
数
を
折

和
す
る
も
の
と
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
所
が
貨
幣
の
本
質
観
に
於
て
通
設
は
職
能
説
の
一
種
た
る
交
換
媒
介
読
を
採

，11崎費究員[i博士、貨幣機論、 I07Jlo2) 



る
。
印
ち
貨
幣
は
交
換
媒
介
手
段
と
し
て
現
寅
に
活
動
す
る
時
に
の
み
貨
幣
と
し
て
認
識
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
貨
幣

は
交
換
媒
介
な
る
職
能
を
据
賞
す
る
限
り
に
於
て
貨
幣
と
し
て
存
在
し
、
共
の
職
能
を
喪
失
す
る
と
共
に
貨
幣
と

し
で
は
存
在
せ
な
い
こ
と
〉
な
る
。
例
へ
ば
庫
中
に
死
蔵
さ
れ
た
る
貨
鮮
や
嚢
中
に
待
機
す
る
貨
幣
は
、
共
限
り

に
於
て
物
侵
と
の
闘
係
か
ら
観
て
貨
幣
と
し
て
は
存
在
せ
、
ぎ
る
も
同
様
で
あ
る
と
考
へ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
今
シ

ェ

ι
べ
1
タ
!
の
表
酷
坊
を
借
り
る
な
ら
ば
、
期
る
貨
幣
(
M
)
の
流
通
速
度
は
零
で
あ
る
か
ら
、

出
向

x

。HO
L
}
な

る
津
で
あ
る
。
肱
に
貨
幣
を
以
て
交
換
の
楳
介
手
段
な
り
と
す
る
本
質
観
に
於
て
は
、
貨
幣
の
流
通
共
事
に
貨
幣

の
木
貨
を
看
取
寸
，
心
の
で
の
岬
心
か
ら
‘
貨
幣
概
念
の
内
察
と
し
て
流
通
速
度
の
観
念
は
包
揖
う
れ
て
ゐ
る
も
の
と

U: 
lJ: 
lT 
f1， 

1:1: 
7J 
I~ 

bコ

止
?
っ
工
作
叫
7
J

芸
道
現
こ
じ
仏
フ
主
持
羽
出
品
叩
，
h
、

f
J
i
i
r
d
ノ

j
U
4
l
;
4
i
t
-
-
i
7

比
九
乃
賀
政
治
-
」
体
h
C
段
階

H

数
量
設

vr架
明

(
t
f
i
-
-
J
J
ポ

l
j
:
i
a
J
t
J

し
、
貨
幣
の
数
量
と
其
の
流
通
速
度
が
貨
幣
の
債
値
又
は
物
債
の
決
定
要
因
な
り
左
説
〈
の
は
、
理
路
一
貫
し
な

い
姑
が
あ
る
と
謂
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ら
う
。

、
、
.
、
、

此
貼
に
闘
し
で
は
キ

Y
マ
イ
ヤ

l
の
論
断
す
る
所
は
正
し
い
。
『
所
謂
流
通
速
度
に
よ
っ
て
流
通
す
る
貨
幣
の
数

量
は
増
加
す
る
:
-
・
流
通
速
度
自
瞳
は
物
債
を
騰
貴
せ
し
め
る
も
の
で
は
な
い
-
:
:
・
流
通
速
度
は
貨
幣
の
数

量
が
増
大
す
る
原
因
で
は
あ
ら
う
が
、
貨
幣
の
数
量

E
相
並
ん
で
物
債
を
定
め
る
特
別
の
要
因
で
は
な
い

l
l
而

も
そ
れ
は
計
算
し
得
な
い
の
で
あ
る
。
』

却
ち
先
づ
第
一
に
『
貨
幣
が
疏
通
す
る
'
と
は
1

i
本
問
題
の
閥
係
に
於
て
は
|
|
財
貨
の
貰
頁
に
作
っ
て
、
人

ム
ザ
の
聞
に
貨
幣
が
移
轄
す
る
と
い
ふ
こ
と
に
他
な
ら
ぬ
o
』
従
っ
て
『
流
通
速
度
」

の
増
減
と
一
再
ふ
こ
と
は
、
一
貝
買

貨
幣
の
鴇
回
建
皮
の
構
想
に
就
い
て

第
四
ヤ
巻

第

披

O 
丸

五
九

Cf. Hume， D，; Of Money; 1n E.says and Treatics; ;，loral， Political and 
I~iterary， 182'2， ¥'01. 1. P: 276. 
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貨
幣
の
鱒
団
法
度
の
構
想
に
就
い
て

第
阿
十
巻

第

鉱

O 

ヨ1.

:JL 

に
使
用
さ
れ
る
貨
幣
の
数
量
の
増
減
に
他
な
ら
ぬ
。
「
流
通
遮
皮
」
が
貨
幣
の
債
依
に
影
響
す
る
と
云
ふ
の
は
、
斯

の
如
〈
解
稗
し
て
始
め
て
意
義
が
あ
る
』
と
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
貨
幣
の
流
寸
迅
速
度
が
物
偵
又
は
貨
幣
の
偵
植
に
影

響
す
る
と
云
ム
の
は
、
流
通
遮
度
が
直
接
の
濁
立
せ
る
原
因
と
し
て
ゾ
は
な
〈
、
流
通
遮
度
一
か
貨
幣
数
量
の
増
減

間
接
に
物
情
叉
は
台
、
鮮
の
伯
杭
構
成
の
要
因
と
な
る
も
の
と
考
へ
r
t

る
含
科
な

、
、
、
、
、
、
、
、
、
.
、
、
、
、
、

-

O

北
九
川
河
つ
ま
、
安
野
り
蚊
司
一
豆
L
-
判
位

t
で
窃
立
ナ

F
5
.
E悶↓
L
a
ノ

C
夜
弔
問
一
主
主

P
E
K
7
3
ι
岡
昭
h
J
良
薬
，
い
ず
底
土
/

t
f
d
L
4
4
1伯
日
〈
明
3
1
1
-
t
q

、
f

1

5

w

，

1
3
I
t
-
-
1
3
T
、ュ
FL1c
三
比

E

J
一一一日正
P
E
4庁

h
a
f
t
3
t
l

J
H
日
隠
す
へ
JFCA-}
上
コ
亡
、

サ
内

4
4イ
d
X
Y
M
t
r
hヲ

L

〈

p

t

e

，

く
な
る
の
で
あ
る
。

次
に
斯
の
如
き
貨
幣
の
流
通
遮
度
は
之
を
許
算
し
符
な
い
。
尤
も
或
る
構
想
が
論
問
的
に
正
常
な
る
事
と
、
ぞ

れ
が
統
計
的
に
測
定
さ
れ
得
る
と
い
ふ
事
と
は
別
問
題
で
あ
る
に
し
て
も
、
少
〈
も
寅
際
の
事
寅
h
z
考
察
す
る
上

に
於
て
、
そ
れ
が
測
定
さ
れ
得
な
い
と
い
ふ
こ
と
は
、
役
に
立
ち
が
た
い
と
い
ふ
こ
左
を
意
味
す
る
。
事
且
買
に
於

て
貨
幣
の
流
通
速
度
を
以
て
『
財
貨
の
寅
買
に
件
っ
て
、
人
L

干
の
聞
に
貨
幣
が
移
轄
す
る
左
云
ふ
こ
と
に
他
な
ら

ぬ
』
と
す
れ
ば
『
一
園
に
存
在
す
る
貨
幣
の
各
個
が
一
年
間
に
流
通
す
る
同
数
は
:
・
・
;
:
到
底
計
算
し
特
ら
れ
ぬ
の

で
、
従
っ
て
其
の
平
均
も
之
を
知
る
こ
と
は
殆
ど
不
可
能
で
あ
る
』
と
謂
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

斯
の
知
〈
貨
幣
の
流
遁
速
度
を
以
て
、
そ
れ
が
一
定
期
間
内
に
入
手
を
替
ふ
る
度
数
な
り
と
す
る
構
想
に
劃
し

て
は
種
々
の
疑
問
が
提
起

3
れ
る
。
依
て
「
貨
幣
の
流
通
速
度
が
偵
格
構
成
の
問
題
外
に
存
す
る
硝
立
の
決
定
秘

擦
を
持
っ
て
ゐ
る
こ
と

rけ
を
意
味
す
べ
き
も
払
』
と
考
へ
る
か
、
或
は
『
流
通
速
度
は
:
・
J
E
-
-

一
年
間
に
於
げ
る

移
轄
回
数
の
一
半
均
と
云
ふ
様
な
窮
H

加
な
意
義
を
付
け
る
必
要
な
く
、
単
に
移
轄
が
頻
繁
に
行
は
る
冶
や
否
や
位
に

Aufl. ]，;>:" l' s. 403-(大野信三

山崎博士、前掲書、 229-231頁e

山崎博士、前掲書、 229頁。
4出回1. G.; The()reti~che 吋ozialυ1叩 nOlll1C，4 
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解
す
れ
ば
宜
し
げ
』
と
謂
は
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。
け
れ
ど
も
斯
〈
解
す
る
の
で
は
、
貨
幣
の
流
通
速
度
は
、
貨

併
の
償
値
又
は
物
侵
理
論
の
上
に
於
て
格
別
の
意
味
を
も
に
ぬ
も
の
と
な
る
。
け
れ
ど
も
他
方
に
於
て
、
或
時
期

に
於
げ
る
一
の
経
済
枇
曾
と
他
の
経
済
世
曾
と
の
金
融
肢
態
の
比
較
や
、
同
一
の
経
済
祉
舎
に
於
て
も
時
を
具
に

す
る
合
融
又
は
物
債
の
扶
勢
を
比
較
す
る
時
、
所
謂
流
通
速
度
の
影
響
と
し
て
認
め
、
ざ
る
を
得
な
い
事
象
が
存
在

す
る
。
殊
に
注
意
す
べ
き
は
「
欧
洲
の
不
換
紙
幣
闘
が
最
近
我
々
に
示
す
所
で
:
:
:
:
物
憤
上
騰
の
程
度
が
紙
幣

後
行
額
の
膨
脹
に
比
し
て
蓮
に
高
い
こ
と
』
で
、
そ
れ
は
貨
幣
の
一
切
使
値
の
費
動
が
っ
流
遁
速
度
」
の
排
煙
化
に
議
回
し

に
ζ

E
の
明
白
な
賀
例
」
で
あ
る
。
ル
札
故
に
‘

フ
イ
ッ
シ
ャ
ー
は
主
止
し
て
貫
蹄
的
な
計
算
の
便
宜
か
ら
、
貨
倣
而
mw

お
比
百
且
肘
巴

F
ι
9
L
r
ι
匹
、
ノ

-EEU-既
日
?
刊
誌
T

V

/

司
副
、

札
白
石
問
、
岩
H
h，

L
官
巾

fev
口
j
t
Z
￥

t
同
門
戸

4
1
L
I

ト
L

、1
J
Z
1
・t
ヨ
ル
凡
t
h
E
4
'
h
L
E
:
芯
骨
量
三
F
I
R』

i
y

〉

地

叫

す

晶

画

/
W
M
h
j
p

〉

コ

士
F
O
刷

E
仰
げ
命
受
巨
日
4
4伸
、
4
h
J
r官

-vtf人増
4
U
コ
セ
性
相
当
j
L
P
パ

υ一

L
d
z〈

三
、
フ
4
ツ
シ
ャ

l
の
読
逼
謹
度

プ
ィ
ッ
ジ
ャ
!
は
貨
幣
の
流
通
速
度
を
寅
教
的
に
把
握
せ
ん
と
す
る
目
的
か
ら
、
彼
の
所
謂

Z
(リ

05a司

H43EP--ζ

に
よ
る
そ
れ
と
の
二
種
を
翠
げ
、

云
丘
町
号
円
四
に
よ
る
そ
れ
と
三
句
mac=a1【

4
5
2
Fて
-
玄
2
r
o己

『
前
者
は
個
冷
の
貨

幣
移
轄
の
跡
を
迫
ふ
色
の
な
る
が
故
に
、
其
の
賀
行
殆
ん
ど
不
可
能
な
る
色
・
後
者
は
取
引
に
使
用
す
る
魚
に
一

人
の
手
を
通
過
す
る
貨
幣
の
平
均
数
量
を
ぱ
、
共
の
所
持
せ
る
貨
鮮
の
平
均
数
量
に
て
除
す
る
も
の
』
と
な
し
、
こ

の
方
訟
を
正
し
く
用
ふ
れ
ば
同
一
結
果
を
符
べ
〈
、
唯
亡
後
の
方
法
を
採
る
場
合
に
、
純
疏
通

(
Z
Z
C
R
Z
E
一。=)

郎
ち
財
貨
購
買
の
怨
の
流
通
(
『
C
『

2
2
E∞一揖

{ug仏

国

)

の
み
と
す
る
か
、
総
流
通

(
C『
c
a
C
R
己
主
c=)
卸
ち

貨
幣
の
暢
困
惑
度
の
構
想
に
就
い
「

第
四
十
巻

五
九

第
三
就

山崎博士、前掲書、 230頁。
沙見三郎博士、経済統計研究、 273頁以下参照。
山崎博士、前搭書、 232頁以下参照。
Fù，; he~， 1.; Purchasing Power of .Money， New & H.ev. ed. 1929， p. 353 
中谷賓・大野柴一郎南氏共著、預金遁貨の肝究、 '93頁。
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貨
幣
心
轄
固
法
度
の
構
想
に
就
い
ナ

第

盟主

第
四
十
巻

五
九
四

雨
替

(
豆
島
一
口
刊
の

E
品
目
)
を
も
合
ま
し
め
る
か
に
依
て
異
る
と
い
ふ
。
而
も
被
は
後
の
方
法
ぞ
採
用
し
て
之
営

一
年
間
に
貨
幣
に
よ
っ
て
行
は
れ
た
る
文
抑
線
額
を
、
北
(
年
の
平
均
疏

遜
貨
幣
額
を
以
て
除
し
た
る
商
に
過
ぎ
な
い
』
と
し
て
ゐ
る
。
(
謹
)

流
通
速
度
と
し
、
『
流
通
速
度
:
・
EE--

は、

(
詑
〉
此
艶
に
就
て
フ
イ
叫
ノ
シ
ヤ

1
の
貨
幣
敏
量
設
を
解
説
ぜ
る
著
害
論
文
の
多
〈
は
、

m
F、
で
ち
る
。
川
f
b
-
F
)
L
1
A
r
u
nア宅一『哨州、
7
3
市

E
市

T
て「
V
J
F
.

之、

PEv島

ηι
む
本
一
目
、

B

J

J

1

4

t

A

J

j
一

割

a
l
-
-
k
i
i
f
F
t
:
t
d
u
E
I
:
I
H
l

殊
に
我
閣
に
於
一
、
彼
の
民
意
を
諜
州
市
し
て
あ
る
も
の
〉

必
一
三
一
ョ
寸
れ
ば
貨
物
が
-
定
期
間
↓
内
に
へ
子
ヤ
評
ム
，
4

叱

慰
め
意
味
に
解
さ
れ
て
ゐ
毛
仁
川
法
誤
解
で
あ
る
と
せ
九
F
9
1
リ
れ
ー
な
ら
ぬ
。

ア
イ
ツ
シ
ャ

l
は
貨
幣
の
本
質
を
一
般
的
授
受
性
(
の

EE--
〉

R
4
5一ι}
』
門
司
)
と
観
る
が
故
に
、
前
越
せ
忍
が
如

き
貨
幣
と
其
の
流
通
速
度
と
の
構
想
上
に
於
け
る
概
念
の
包
構
闘
係
上
の
困
難
は
一
態
解
消
し
て
ゐ
る
L
L

も
謂
ひ

得
る
の
で
あ
る
が
、
仔
細
に
吟
味
す
れ
ば
猶
ほ
通
説
の
如
き
考
へ
方
の
存
す
る
姑
が
あ
る
。
例
へ
ば
貨
幣
を
以
て

流
通
手
段

(
Q
R
=
一
色
晶
子
《
一
一
山
)
の
一
種
と
い
ふ
の
で
、
従
っ
て
被
の
有
名
な
交
換
方
程
式
ア
H
Z
〈
品
目
、
で

於
て
、
物
債
又
は
貨
幣
の
債
値
決
定
要
因
と
し
て
、
貨
幣
数
量
と
相
並
ん
で
調
立
に
共
の
流
通
速
度
を
認
め
た
る

事
に
就
て
は
、
疑
を
容
る
う
館
地
め
り
と
謂
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

-
次
に
フ
イ
ツ
ジ
ャ
!
の
方
程
式
に
於
け
る
貨
倣
巾
及
び
預
金
通
貨
の
数
量
と
夫
れ
等
の
流
通
速
度
と
の
濁
立
性
に

就
て
は
、
雨
者
の
構
想
が
依
存
す
る
所
の
時
間
的
闘
係
か
ら
も
疑
問
が
起
っ
て
来
る
。
一
瓦
来
貨
幣
の
数
量
M
及
び

預
金
通
貨
の
数
量
町
は
一
時
期
を
標
準
ム
」
し
、
そ
れ
等
の
流
通
速
度
V

V
は
一
期
聞
を
標
準
と
す
る
の
で
め
る
か

ι‘
是
等
を
並
立
せ
し
め
る
事
に
は
疑
義
が
あ
る
。
尤
も
彼
は
貨
幣
及
び
預
合
通
貨
の
数
量

M
M
を
以
て
、
ぞ
れ

Fisher， op. cit. p. 17. 
Fjsher， op. cit. p. 8. 
r~fl. Ca出 e1，a. a. O. S. 406目(大野氏謀本、 670頁参E目、)
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等
の
流
通
速
度
V
V
と
同
期
間
(
一
年
)
内
に
於
げ
る
平
均
数
量
と
な
し
、
此
の
矛
盾
は
形
式
的
に
は
解
決
さ
れ
て

ゐ
る
の
で
あ
あ
が
、
寅
質
的
に
は
依
然
と
し
て
解
決
さ
れ
て
ゐ
な
い
色
の
で
、
此
の
場
合
に
は
流
通
速
度
を
濁
立

の
物
債
又
は
貨
幣
の
侠
値
の
決
定
要
因
と
な
す
意
味
が
明
で
な
い
。
蓋
し
平
均
的
な
貨
幣
及
び
預
合
通
貨
の
流
通

数
量
は
、
ぞ
れ
等
の
流
通
速
度
を
離
れ
て
考
察
又
は
測
定
さ
れ
得
な
い
か
ら
で
あ
り
、
貨
幣
及
び
預
金
通
貨
の
数

量
一
か
増
減
せ
る
事
自
瞳
が
、
そ
れ
等
の
流
通
速
度
の
増
減
を
意
味
す
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

更
に
フ
イ
ツ
シ
ャ

l
は
貨
幣
の
流
通
速
度
と
し
て
、

前
述
の
如
く
主
に
貨
幣
と
財
貨
と
の
交
換
回
数
を
指
栴
す

る
の
で
あ
る
が
.
そ
れ
は
勤
勢
及
び
金
銭
債
権
と
貨
幣
と
の
交
換
を
A
F
け
り
ゃ
百
ゃ
に
就
て
疑
が
め
る
。
経
済
的
な

円
札
針
給
付
念
品
胤
想
ぜ
ぎ
る
一
方
的
な
貨
幣
の
文
抑
(
例
へ
ば
牌
血
ハ
や
四
位
一
慌
の
加
と
は
、
貨
幣
の
川
市
な
る
捗
轄
で
め
っ

E
交

拘
と
は
考
へ
ら
れ
守
、
従
円

J

司

L

直
接
的
に
は
物
倍
又
は
貨
幣
の
債
値
に
影
響
な
き
も
の
と
し
て
除
外
し
得
る
。
又

勤
勢
は
一
の
商
品
と
し
て
責
買
さ
れ
る
と
考
へ
ら
れ
る
に
し
て
色
、
金
銭
債
樺
の
取
引
は
『
契
約
に
よ
り
確
定
さ

-
-
契
約
の
成
立
と
履
行
期
の
問
は
如
何
な
る
擾
動
に

E
影
響
き
れ
る
・
も
の
で
は
な
い
』

れ
た
色
の
で
あ
り
、

L
」
'
し
イ
」

物
債
の
決
定
要
因
に
於
け
る
財
貨
側
の
又
は
貨
鮮
側
の
要
因
と
は
な
さ
子
、

物
侵
趣
動
の
分
散
度

(口一
ω℃
巾

2
5
2
)
に
於
げ
る
一
特
例
と
見
、

却
っ
て
物
債
の
趣
動
に
依
て
更
訂
?
と
戸
百
円
)
さ
る
べ
き
も
の
と
考
へ
ら

る
べ
き
で
あ
ら
う
か
。
金
銭
債
樺
の
移
轄
例
へ
ば
子
形
の
割
引
や
公
祉
債
の
貰
買
等
は
、
之
密
交
換
現
象
と
し
て

掛
る
時
は
、
貨
幣
に
謝
す
る
貨
幣
の
支
捕
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
は
単
な
る
雨
替
で
は
な
〈
し
て
物
債
又
は
貨
幣
の

州
航
に
影
枠
す
る
川
州
内
川
大
な
る
色
の
あ
る
事
は
、
何
人
も
日
付
H

定
せ
ぬ
で
あ
ら
号
。
斯
る
余
技
庇
棋
の
取
引
の
烏

貨
幣
の
時
時
四
法
度
の
構
想
に
就
い
ず

第

披

第
間
十
巻

五
九
五

一

F同her.op. cit. p. 185・

ζ(. Jla'wtrey; Currency日ndCredit. :，r:l目 ed.Iり27，p. 37・

1、、1

l "i 



貨
幣
の
轄
回
速
度
の
構
想
に
就
い
て

第
四
十
巻

五
九
六

第

放

四

の
貨
幣
の
支
排
が
、
貨
幣
の
一
流
通
速
度
と
し
て
考
へ
ら
る
べ
き
や
否
や
、
此
賄
に
闘
す
る
プ
ィ

y
V
7
1の
所
論

は
明
瞭
営
地
肌
〈
の
で
あ
る
。

要
す
る
に
貨
幣
の
流
寸
迅
速
度
を
フ
イ
ツ
シ
ャ
!
の
定
着
す
る
が
如
〈
解
す
る
こ
と
は
、
一
般
普
通
の
観
念
左
若
し

く
異
る
の
み
な
ら
す
、
前
述
の
如
く
或
志
味
に
於
て
は
富
島
E
m
C
M
E町
内
と
も
考
へ
ら
忍
べ
き
金
銭
債
植
の
取

引
を
含
ま
し
め
る
か
否
か
、

又
勤
務
を
如
何
に
取
扱
ふ
も
の
で
あ
る
か
、
勝
又
粗
枕
や
附
興
の
如
、
P

一
方
的
支
桝

を
除
外
す
る
か
官
か
等
、
純
疏
通
'
a
F

」
総
疏
一
泊
と
の
直
則
一
か
明
で
な
レ
。
後
っ
て
質
際
①
計
算
ド
皆
つ
て
は
積
冷
の

疑
問
に
逢
着
す
べ
〈
、
叉
計
算
者
の
異
る
に
よ
っ
て
得
ら
る
〉
結
果
に
相
違
の
生
十
る
を
免
れ
な
い
。
惑
に
於
て

問
題
多
き
流
通
速
度
に
代
へ
て
、
又
は
之
ム
」
相
並
ん
で
轄
困
惑
度
な
る
構
想
が
起
っ
て
来
た
の
で
あ
る
が
、
今
此

の
構
想
を
考
察
す
る
に
嘗
つ
て
は
、
夫
れ
が
由
来
せ
る
基
礎
理
論
を
も
一
瞥
す
る
を
便
宜
と
す
る
。

目
、
貨
幣
の
轄
囲
蓮
度

周
知
の
如
〈
世
界
大
戦
中
並
に
そ
れ
以
後
に
於
け
る
各
園
の
貨
幣
制
度
の
襲
化
は
、
買
に
従
来
に
於
け
る
貨
幣

理
論
の
貫
験
的
試
練
で
あ
る
と
謂
ふ
こ
と
が
出
来
る
。
従
っ
て
此
の
方
面
に
於
て
も
新
・
し
い
皐
設
や
研
究
が
継
起

し
た
の
で
あ
る
が
、
貨
幣
の
債
値
珂
論
に
於
て
も
亦
従
来
の
裁
量
設
に
飽
足
ら
十
又
は
従
来
の
数
量
読
が
面
目
を

改
め
て
、
所
得
説
(
何
一
口
Z
B
B巾
g
p
gユ
凸
)
又
は
現
金
残
高
誼

(hEMF-μ=門
司
己
認
。
『
可
)
が
主
張
せ
ら
る
う
に

主
つ
に
。
此
の
主
張
は
数
量
説
の
意
義
を
庚
く
解
す
る
な
ら
ば
共
の
一
種
と
も
見
ら
れ
る
。



此
の
串
誌
に
於
て
は
購
買
力
の
数
量
を
章
一
要
視
す
る
の
で
あ
っ
て
、
購
買
手
段
七
る
貨
幣
佃
片
を
問
題
'
と
す
る

の
で
は
な
い
、
即
ち
貨
幣
の
本
質
を
一
般
的
購
買
力
に
認
な
る
も
の
で
、
硬
貨
、
た
弓
と
紙
幣
た
る
と
預
金
遁
貨
に

る
と
を
問
は
や
、
ぞ
れ
等
が
一
般
的
購
買
力
を
表
示
す
る
限
h
ノ
、
同
等
の
重
要
性
を
以
て
均
し
〈
貨
幣
と
さ
れ

る
。
而
し
て
世
舎
に
於
げ
る
各
人
の
購
買
力
は
、

い
は
ゆ
る
購
入
能
力

2
5
-
u
n
E
g
R
m一
口
)
を
形
成
す
る
所
得
か

ら
成
る
。
而
も
人
冷
の
所
得
は
漸
次
消
費
せ
ら
れ
る
と
共
に
新
に
補
給
せ
ら
れ
て
ゆ
く
も
の
で
あ
る
か
ら
、
蕊
に

各
人
の
有
す
る
所
得
又
は
購
買
力
の
特
化
い
か
起
る
。
従
っ
て
購
買
力
の
轄
牝
と
は
「
購
入
依
力
に
到
す
る
泊
費
的

の
割
合
』
と
謂
ふ
可
〈
、
こ
れ
則
も
貨
幣
の
韓
間

(
H
E
-
-
]
2
2
)
に
他
な
ら
ぬ
。

、、

キ
ャ
ッ
チ
ン
グ
ス
雨
氏
が
貨
幣
の
流
通
遮
皮

ト
J
L
判
H
4

「

h
d
-
H
U
E
5
2
u

C
E
F
V・)

一
定
期
間
内
に
於
け
る
斯
る
行
、
併
の
料
問
度
以
は
、

。

E
呼
ぶ
所
で
あ
ち
、

ブ

4

ス
タ
!
、

ど

グ

1
①
所
部
門
貨
幣
mw
交
易
速
度
〔
同
町
炉
心
口
〈
町
一
U
E
q

(
E
C「
E
H門・〈向
-
0
2
q

】

C
『

H
E
O
口町三

C
『

Z
3
4
)』
で
あ
る
。
ジ
ユ
ム
ぺ
!
タ
ー
が
貨
幣
の
流
吋
迅
速
皮
な
る
名
の
下
に
|
1
彼
に
よ
れ
ば
能
率
(
何
B
N一g
と

な
る
橋
呼
を
よ
り
妥
鈴
な
り
と
す
る
の
で
あ
る
が
|
|
意
味
せ
し
め
た
内
察
も
亦
略
之
と
同
じ
〈
、
同
一
の
貨
幣

単
位
が
一
程
捧
期
間
中
に
泊
費
界
か
ら
消
費
界
へ
と
繰
返
し
循
環
し
て
ゆ
く
度
数
の
平
均
、
換
一
一
局
す
れ
ば
度

'ZF、

幣
所
如
何
と
な
ち
且
つ
斯
る
も
の
と
し
て
文
出
さ
れ
る
皮
数
を
指
栴
す
る
の
で
あ
る
。

今
右
の
如
き
貨
幣
の
輯
同
一
述
度
な
る
構
想
を
よ
り
明
確
な
ら
し
め
ん
が
潟
に
、
克
に
預
金
通
貨
に
就
て
之
を
一

般
的
に
説
明
す
れ
ば
次
の
一
如
〈
で
あ
る
。

肢
に
貨
幣
の
抗
迅
速
度
を
考
察
す
る
に
際
し
て
、
我
L
V

は
貨
併
の
本
質
醐
酬
と
の
闘
係
を
槻
療
し
に
る
が
如
〈
、

貨
幣
の
韓
凶
中
速
度
の
構
想
に
就
い
て

第
削
寸
忠
世

五
九
七

第

就

一一五

H品、 tJ'ey，R. G.: The Art of Central r~ankjn胃! 1932， p. 106 
PusteT， ¥V. '1¥& Catchings， \V~: ~'loneyt SUI. cd. 1928， JJ. 300. 
Pigou，ー、 C. Indl.lstrial Fiuctuatiou内 2nd.cd. 19包<)， p. 169 
Schumpeter， a. a. O. S. 9iI. 

19) 
20) 
21) 
22) 



貨
幣
の
縛
同
法
度
の
構
想
に
就
い
て

• 
第
四
十
各

ム

/、

五
九
八

第

I席

預
金
通
貨
に
於
け
る
抗
議
速
度
の
問
題
ぞ
考
究
す
る
に
就
て
も
亦
共
の
本
質
、
税
E
の
闘
係
タ
倒
な
け
れ
ば
な
ら

向
。
所
が
預
金
通
貨
の
本
質
な
る
問
題
は
二
誌
の
意
味
に
解
さ
れ
る
。
共
の
第
一
は
貨
常
性
の
意
味
に
於
け
る
問

題
、
印
ち
預
金
通
貨
は
貨
幣
な
り
や
と
い
ふ
問
題
で
あ
っ
て
、
第
二
は
預
金
通
貨
が
貨
幣
な
り
と
し
て
、
預
会
其

物
が
貨
物
な
り
や
、
又
は
之
を
客
観
的
に
表
現
す
る
小
切
手
其
他
の
指
同
首
券
が
貨
幣
な
り
や
の
問
題
是
で
ゐ

る
。
第
一
の
問
題
に
到
す
る
現
代
の
准
歩
せ
る
貨
幣
皐
者
の
見
解
は
概
ね
肯
定
的
で
あ
っ
て
、
ぞ
れ
は
叉
舵
構
準

的
制
識
と
し
げ
ー
も
正
明
な
ふ
も
の
と
罰
可
き
で
め
ら
う
。
昨
仁
第
二
約
一
問
題
ド
闘
し
て
は
、
預
令
通
貨
も
亦
貨
幣

な
り
正
す
る
撃
者
の
問
に
も
異
論
あ
る
結
で
あ
る
。
共
何
れ
が
正
常
な
り
や
は
官
面
の
問
題
と
直
接
闘
聯
せ
ぎ
る

が
故
に
之
を
措

t
も
、
主
〈
何
れ
と
解
す
る
か
に
従
っ
て
所
謂
預
金
通
貨
の
流
通
速
度
の
意
味
が
異
ら
ゴ
る
を
得
な

L 、
。

先
づ
預
金
通
貨
は
貨
幣
で
は
あ
る
が
、
預
金
其
物
は
海
在
的
通
貨
た
る
ド
過
ぎ
や
し
て
、
所
前
預
金
通
貸
し
ι
は

購
買
力
が
客
観
的
に
表
現
せ
ら
れ
た
る
小
切
手
其
他
の
指
問
詮
参
で
あ
る
と
す
る
見
解
よ
ち
す
れ
ば
、
預
金
通
貨

の
疏
通
速
度
と
は
小
切
手
其
他
の
指
闘
謹
券
の
流
通
速
度
を
指
栴
す
る
こ
と
、
、
一
な
る
。
而
し
て
此
の
場
合
に
は
プ

イ

ツ

シ

ャ

l
の
所
謂
E
(
U
D
E
l
-
E
与『

Z

と
=
】
S
E
c
-
7
4
2
『=
D〈
2
3
な
る
こ
様
の
解
稗
が
認
容
せ
ら
れ
る
。
前
の

意
味
に
解
し
て
例
へ
ば
小
切
手
が
轄
輯
人
手
を
替
ふ
る
度
数
を
追
跡
す
る
事
は
宜
際
上
殆
ん
ど
不
可
能
な
る
の
み

な
ら
示
、
小
切
手
は
殆
ん
ど
流
通
せ
や
・
魚
替
手
形
や
約
束
手
形
が
唯
だ
二
一
間
割
引
を
受
〈
る
場
令
に
の
み
人

手
e

管
轄
十
る
・
我
が
経
梼
界
の
賞
般
に
就
て
は
、
無
意
味
で
あ
る
。
叉
之
を
後
の
立
味
に
解
し
て
倒
人
の
手
許
に

中谷・大野雨氏共著、高III掲書第二ZF第一戸古参照。23) 



於
け
る
前
金
の
斡
回
度
数
と
考
へ
る
な
ら
ば
、
プ
イ
ツ
シ
ャ
!
の
意
味
す
る
が
如
き
貨
幣
の
流
通
速
度
と
同
意
義
で

あ
っ
て
、
之
に
就
て
は
前
項
に
述
べ
た
る
所
と
同
様
の
疑
問
が
提
起
さ
れ
る
。

次
に
預
金
通
貨
は
貨
幣
で
あ
ち
、
而
ち
預
金
と
な
れ
る
購
買
力
の
移
轄
に
は
必
す
し
も
共
の
客
観
的
章
粟
七
る

小
切
手
其
他
の
指
闘
謹
券
を
必
要
と
せ
な
い
か
ら
、
預
金
共
物
が
貨
幣
な
り
と
す
る
見
解
を
掠
る
と
す
れ
ば
、
預

余
通
貨
の
流
迅
速
度
と
は
、
要
す
る
に
頂
金
通
貨
た
る
預
金
の
銀
行
に
於
げ
る
轄
凹
度
数
を
意
味
す
る
こ
左
と
な

る
。
此
の
場
合
に
は
貨
幣
に
就
て
詐
温
に
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
が
如
き
流
通
速
度
の
観
念
を
容
る
旨
一
館
地
が
な
い
。

設
し
此
の
意
味
に
於
り
る
預
余
通
貨
は
聴
輯
入
手
合
替
ふ
る
こ
と
な
く
、
間
令
共
の
所
有
者
hT-
盤
克
す
る
ど
し
て

，p

九
一
出
金
は

vM
に
娘
一
刊
の
・
下
詐
山
ト
ム
作
山
川
一
び
れ
て
ゐ
る
ら
の
げ
い
か
ら
で
ゐ
る
。

斯
の
如
〈
預
金
通
貨
の
名
の
下
に
何
を
意
味
す
る
か
に
従
っ
て
、
預
金
通
貨
の
流
通
速
度
と
し
て
、

一
は
各
倒

人
の
手
許
に
於
げ
る
預
金
の
轄
凹
皮
数
を
指
す
こ
と
〉
な
h
一
、
他
は
共
の
部
分
的
綜
合
七
る
銀
行
の
手
許
に
於
け

る
預
金
の
隣
同
度
数
を
稿
す
る
こ
と
〉
な
る
の
で
あ
る
炉
、
何
れ
も
預
金
の
轄
回
度
数
忙
る
輸
に
於
て
は
相
均
し

ぃ
。
従
っ
て
一
の
軽
掛
枇
合
金
臨
に
就
て
斯
の
如
き
預
金
の
轄
四
度
数
を
考
察
す
る
な
ら
ば
、
蕊
に
預
金
通
貨
の

轄
同
速
度
な
る
観
念
が
生
。
て
来
る
。
貨
幣
の
轄
回
速
度
な
る
構
想
は
、
宜
に
斯
る
預
金
通
貨
の
韓
凹
遮
度
の
考

へ
方
を
貨
幣
に
就
て
撰
充
し
た
る
も
の
に
他
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。

る
構
想
は
、

右
越
ぷ
る
所
に
依
て
大
韓
『
貨
幣
の
輯
同
速
度
」
な
る
構
想
を
紹
介
し
科
仁
左
思
ふ
。
斯
る
貨
併
の
轄
回
速
度
な

プ
イ
ツ
シ

rー
の

E
F
E
S
E
-ピ
コ
さ
く
2-
三

宮

内

門

Z
L
な
る
考
へ
方
と
同
じ
も
の
と
・
も
親
ら
れ
る
か
も

貨
幣
の
轄
削
速
度
の
構
想
に
就
い
て

第
四
十
窄

五
九
九

第

1i1~ 

一
一
七



貨
鮮
の
鴨
川
法
度
の
構
想
九
就
い
で

第
川
十
巻

ハ
0
0

第

披

J¥. 

知
れ
ぬ
が
、
共
の
意
味
す
る
所
は
大
い
に
呉
る
。
帥
も
一
ア
イ
ヴ
シ
ャ

I
は
貨
幣
佃
片
を
重
要
加
し
、
夫
れ
と
商
品
'
と

の
交
換
回
数
含
意
味
し
た
に
反
し
、
十
訟
で
は
貨
幣
佃
片
が
問
題
と
さ
れ
A
V
凡
て
購
民
力
の
数
量
に
還
元
せ
ら
れ
る

の
で
あ
る
か
ら
、
前
に
ア
イ
ツ
シ
ャ

l
の
此
の
意
味
に
於
け
る
流
通
遮
皮
に
就
て
惹
起
せ
ら
れ
た
石
疑
問
、
削
ち
金

銭
依
棋
t
y
〕賞倣山
L
」
の
交
換
の
問
題
共
他
は
常
然
購
買
力
の
轄
換
と
な
っ
て
解
消
す

5
0
故
に
貨
幣
の
縛
同
法
皮
な

る
構
想
は
、
共
の
流
通
速
皮
な
る
構
想
1
0
り
も
准
歩
せ
る
色
の
で
あ
り
、
其
の
内
容
を
明
確
な
ら
し
め
得
る
長
川

l

i

l

z

p

l

;

 

つ
J

r

H

r

仁
川
引

d
f
s
y
Jら
J
P
)
C

i
k

↑一
N
H

〆
イ
ト
・

向
ほ
卑
見
に
よ
れ
ば
、
貨
幣
の
轄
同
速
度
は
一
の
経
樺
世
舎
に
於
け
る
会
通
貨
に
就
て
も
考
へ
ら
れ
る
も
の
と

一
般
銀
行
に
於
け
る
預
金
通
貨
の
時
間
速
度
と
を
綜
合
平
均
す
れ

思
ふ
。
印
ち
硬
貨
及
び
紙
幣
の
韓
同
遮
皮
と
、

ば
、
姦
に
入
土
通
貨
の
轄
問
速
度
が
得
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
尤
も
斯
の
如
き
貨
幣
の
惇
問
速
度
は
、
前
に
述
べ
た
諸

氏
の
所
謂
樽
同
速
度
と
は
異
る
も
の
で
あ
り
、

叉
共
の
平
均
に
も
非
る
こ
と
は
云
ふ
迄
も
な
い
。

五
、
結

言

以
上
に
於
て
、
『
貨
幣
の
流
通
一
速
度
』
な
4
9
構
想
に
劃
す
る
理
論
的
並
に
賞
際
的
な
疑
問
、
又
は
棋
姑
と
色
栴
サ

ら
る
べ
き
主
要
な
る
も
の
に
就
て
遮
べ
、
之
に
代
る
べ
き
も
の
と
し
て
近
頃
主
張
せ
ら
る
〉
『
貨
幣
の
韓
間
速
度
』

な
る
構
想
を
大
韓
紹
介
し
得
た
と
思
ふ
。
併
乍
ら
問
題
は
向
ほ
残
存
す
る
、
即
ち
貨
幣
の
轄
回
速
度
と
い
ふ
構
想

ぞ
れ
白
樺
の
妥
嘗
性
が
吟
味
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
み
な
ら
や
、
流
通
速
度
と
轄
同
速
度
の
何
れ
が
よ
り

中谷・大野雨民共著、前iU，;寺第 {j.苧一第二宮古参照。241 



実
品
目
回
す
る
か
も
ま
た
吟
味
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
換
言
す
れ
国
プ
イ
ソ
U

ャ
1
の
如
〈
流
通
速
度
の
み
を
認
な

ぺ
き
や
、

ホ
ク
ト
レ
!
の
如
〈
韓
間
建
度
の
み
を
認
h
u
ベ
さ
や
、
更
に
フ
ォ
ス
タ
ー
、
キ
ャ
ッ
チ
ン
グ
丸
一
陶
氏
の
知

〈
比
二
つ
の
構
想
を
併
用
す
べ
き
や
の
問
題
が
あ
る
。
尤
も
此
の
問
題
は
貨
幣
の
債
値
理
論
と
し
て
如
何
な
る
墜

、、

設
を
認
容
す
る
か
、
珠
に
所
謂
数
量
説
と
購
入
徐
カ
設
の
何
れ
を
よ
句
正
常
な
り
と
す
る
か
、
と
い
ふ
根
本
問
題

に
も
関
係
す
る
の
で
あ
る
が
、
既
に
蓮
べ
た
る
が
如
く
流
遜
速
度
の
構
想
に
就
て
は
種
冷
の
疑
義
が
め
り
、
共
の

意
味
す
る
所
が
不
明
確
な
る
快
紺
が
あ
る
。
而
も
ブ
イ
ヅ
ジ
ャ
ー
の
所
清
流
遁
速
度
が
宜
は
貨
般
市
並
に
預
金
通
貨
の

制
何
回
速
度
eg
意
味
す
る
に
他
な
ら
ぬ
と
す
れ
ば
、
此
の
問
題
の
解
決
は
自
ら
明
で
I

め
る
。

ユ広、
9
4
1
t
I
〕
ミ
L
1
=
Z
F
L
t
ヨ

1

1

E

L

2

」
、

刀
巾
誠
司
?
市
町

U
M
S
4沼
E
b
川
川
辺
と
が
『
年
rL

財
品
川
の
流
通
遮
皮
が
問
阻
止
3
れ
な
い
の
は
何
故
で
あ
る
か
ど

い
ふ
に
、
そ
れ
は
現
代
の
経
済
枇
舎
に
於
け
る
園
民
所
得
の
分
配
過
程
に
起
因
す
る
の
で
あ
る
。
却
ち
園
民
所
得

の
分
配
は
、
先
づ
枇
舎
の
各
成
員
が
貨
幣
形
態
で
入
手
せ
る
所
得
を
消
費
財
の
購
入
の
免
に
支
出
す
る
所
に
始

hz
ノ
、
次
に
消
費
財
の
生
産
者
が
共
の
大
部
分
を
生
産
財
の
生
産
者
に
支
抑
ひ
、
最
後
に
凡
て
の
(
消
費
財
及
び
生
定
財

生
産
者
が
自
己
の
所
得
を
獲
得
す
る
と
共
に
、
生
産
の
各
基
本
要
素
へ
の
所
得
を
分
配
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

格
る
。
従
っ
て
各
人
の
貨
幣
所
得
は
、
之
を
個
人
の
立
場
か
ら
で
は
な
く
庇
〈
枇
舎
経
済
の
見
地
か
ら
す
れ
ば
、

の
、回〆窮

極
的
に
は
生
産
財
に
劃
し
て
支
出
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
ぞ
れ
は
要
す
る
に
市
安
財
の
購
買
に
の
み
充
官
さ

れ
る
も
の
と
謂
得
る
。
故
に
『
或
る
同
一
の
時
貼
に
於
け
る
一
岡
氏
経
済
内
の
凡
ゆ
る
経
帯
主
瞳
の
貨
幣
所
得
の

由
山
市
は
，
、
P

、

4
巾
A
官
但
ム
刀

一
経
済
期
間
内
に
此
の
間
民
経
漕
の
「
賞
質
所
得
」
を
形
成
す
る
所
の
・
共
慮
に
堆
積
せ
ら
れ
た
る
総
て

貨
幣
の
捕
時
回
法
度
の
構
想
に
就
い
て

第
四
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の
財
貨
と
交
換
さ
れ
る
も
の
と
す
れ
ば
、
斯
る
所
得
の
各
一
単
位
は
、
何
等
か
の
形
態
の
下
に
存
す
る
一
貨
幣
単

位
と
合
致
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
事
は
明
で
あ
ら
う
。
』
誌
に
貨
幣
の
債
値
の
決
定
刊
紙
擦
が
存
在
す
る
。
然
る
に
宜
質

所
得
の
轄
化
は
略
一
定
し
て
ゐ
る
に
反
し
て
、
貨
幣
所
得
の
輯
化
は
不
定
で
あ
る
。
十
訟
に
貨
幣
の
債
値
の
麺
動
根

擦
が
求
め
ら
れ
、
貨
称
の
轄
阿
速
度
が
共
の
偵
値
構
成
の
一
要
因
と
せ
ら
れ
る
問
曲
が
存
す
る
。
蓋
し
例
へ
ば
年

六

0
0問
の
賀
質
所
得
は
.
牛
年
一
一
一

O
O
同
の
貨
幣
所
得
で
も
賄
は
れ
、
月
五

O
同
の
貨
幣
所
件
で
も
十
分
だ
か

ら
で
め
ァ
O

C

ι

れ
一
則
合
総
滅
的
税
制
訓
よ
り
し
て
、
財
貨
に
就
て
は
北
ハ
の
年
産
制
が
住
目
お
れ
rL
抗
日
辿
謀
長
が
劉
旧
制

せ
ら
れ
る
に
反
し
、
貨
幣
に
就
て
は
共
の
流
通
数
量
と
共
に
流
通
速
度
が
問
題
と
さ
れ
る
所
以
で
あ
る
。

右
の
如
き
考
察
よ
り
す
れ
ば
、
貨
幣
が
一
定
期
間
内
に
入
手
を
替
ふ
る
度
数
を
指
稿
す
る
普
通
に
所
韻
『
貨
物

の
疏
遁
速
度
』
な
る
構
想
は
、
流
通
経
梼
に
於
て
何
等
重
大
な
る
意
味
を
持
つ
も
の
で
な
い
と
詞
ふ
こ
と
が
出
来

る
。
叉
ア
イ
ツ
ジ
ャ
ー
は
貨
幣
の
同
一
人
に
於
け
る
平
均
的
残
留
期
間
に
よ
っ
て
芙
の
流
通
速
度
を
規
定
せ
ん
L
」し

た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
倫
ほ
貨
幣
個
片
を
重
要
脱
す
る
限
り
に
於
て
不
十
分
で
あ
る
。
放
に
消
費
者
の
手
許
に

於
け
る
貨
幣
所
得
の
轄
化
、
禎
ヨ
目
す
れ
ば
貨
幣
が
消
費
者
の
手
を
通
じ
て
更
に
新
な
る
流
通
に
入
る
度
数
こ
そ
、

よ
り
令
理
的
な
る
貨
幣
の
債
値
構
成
の
要
因
な
り
と
請
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
従
っ
て
斯
る
貨
幣
の
特
同
速
度
な

る
構
想
が
、
慨
に
迅
ペ
た
る
が
如
〈
貨
幣
の
債
値
理
論
に
於
て
の
み
意
味
を
持
つ
も
の
な
る
こ
と
は
、
敢
て
埜
説

を
必
要
と
せ
な
い
で
あ
ら
う
。

斯
の
如
〈
『
轄
回
速
度
』
な
る
構
想
は
『
疏
迅
速
度
』
の
構
想
よ
り
も
合
理
的
で
め
り
妥
嘗
性
に
筒
む
も
の
ー
と
考
へ
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ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
向
ほ
次
に
前
項
に
開
設
し
た
る
問
題
、
邸
ち
韓
同
速
度
と
し
て
個
人
の
手
許
に
於
け
る
通

貨
の
輔
回
速
度
(
又
は
其
の
平
均
)
を
意
味
せ
し
な
べ
き
か
、
或
は
一
の
経
済
世
A
W
H

に
於
げ
る
全
通
貨
の
轄
回
速
度
を

指
稿
す
べ
き
や
、

に
就
て
一
一
言
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
今
之
を
貨
幣
の
債
値
又
は
物
債
と
関
係
せ
し
め
て
考
察
す

る
な
ら
ば
、
全
通
貨
の
韓
回
速
度
は
端
的
に
問
題
と
は
な
ら
や
、
貨
幣
の
轄
四
速
度
左
は
各
個
人
の
手
許
に
於
け

る
通
貨
の
轄
回
速
度
(
又
は
其
の
平
均
)
を
意
味
す
る
こ
'
ど
は
嘗
然
で
あ
る
。
蓋
し
貨
幣
の
債
値
又
は
物
僚
に
直
接
の

影
響
を
持
つ
も
の
は
、
此
の
意
味
に
於
け
る
轄
回
速
度
で
あ
っ
て
、
或
る
経
清
一
枇
命
H

に
於
け
る
全
通
貨
の
轄
回
遠

皮
は
之
と
間
接
的
な
閥
係
佐
し
か
有
せ
ぬ
か
ら
で
あ
る
。

要
す
る
に
貨
幣
の
嶋
田
速
度
な
る
構
想
は
、
従
来
の
流
通
速
度
な
る
構
想
が
其
の
内
特
に
於
て
不
明
確
で
あ

り
、
宜
誼
的
把
握
に
不
便
で
あ
る
の
み
な
ら
や
、
共
の
基
礎
理
論
色
亦
不
十
分
で
あ
る
正
す
る
所
か
ら
生
成
し
七

も
の
と
謂
得
る
で
あ
ら
う
。
従
っ
て
流
通
速
度
の
内
容
を
明
確
な
ら
し
め
て
、
之
を
轄
回
速
度
の
意
味
に
規
定
す

れ
ば
足
り
る
様
で
は
あ
る
が
、
新
く
て
は
従
来
流
通
速
度
な
る
栴
昨
の
下
に
一
般
的
に
理
解
き
れ
て
ゐ
る
内
容
と

著
し
く
異
る
の
み
な
ら
や
、
之
に
固
着
せ
る
考
へ
方
と
誤
解
さ
れ
る
奥
山
か
あ
り
、
叉
此
の
構
想
は
斯
る
栴
昨
と
吻

ム
口
せ
な
い
。
依
て
上
述
の
諸
島
ナ
者
は
種
冷
の
新
し
い
名
栴
を
興
へ
て
ゐ
る
と
謂
可
〈
、
筆
者
も
亦
之
を
正
常
な
り

と
信
じ
て
輯
回
速
度
な
る
恒
栴
を
用
ひ
に
の
で
あ
る
。
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